
 

 

 

 

 

 

 

  

 

多
おお

くの行動
こうどう

には、「気
き

づき」が必要
ひつよう

不可欠
ふ か け つ

です。「気
き

づく」ことで、感情
かんじょう

が沸
わ

き上
あ

がり、行動
こうどう

に

つながります。その「気
き

づき」の量
りょう

は、人
ひと

により異
こと

なります。「気
き

づき」が多
おお

い人
ひと

は、様々
さまざま

なこ

とに挑戦
ちょうせん

したり、失敗
しっぱい

してもそれを乗
の

り越
こ

えたりすることで新
あら

たな「気
き

づき」につながることが

できます。反対
はんたい

に、「気
き

づき」が少
すく

ない人
ひと

は、周
まわ

りの変化
へ ん か

に「気
き

づく」ことが少
すく

ないため、自
みずか

ら

行動
こうどう

することに時間
じ か ん

がかかったり、対応
たいおう

することに辛
つら

さを感
かん

じたりすることが多
おお

くなります。

子供
こ ど も

たちの成長
せいちょう

を側
そば

で見
み

ていると、大人
お と な

からの指示
し じ

には素直
す な お

に応
おう

じることができても、自分
じ ぶ ん

か

ら主体的
しゅたいてき

に動
うご

けない子供
こ ど も

は「気
き

づき」の時間
じ か ん

を与
あた

えられていないということに気
き

づきました。 

 

 

子供
こ ど も

たちの将来
しょうらい

を考
かんが

えた教育
きょういく

を行
おこな

うためには、子供
こ ど も

たちが自
みずか

ら考
かんが

えて行動
こうどう

できることが

重要
じゅうよう

です。そのための「気
き

づき」の機会
き か い

を藤沢東
ふじさわひがし

小学校
しょうがっこう

では教育
きょういく

の中
なか

に取
と

り入
い

れていきます。 

❶「学
まな

び合
あ

い」をとおし、異
こと

なる意見
い け ん

（多様
た よ う

な考
かんが

え）を聴
き

く時間
じ か ん

を充分
じゅうぶん

にとる 

❷「気
き

づいた」ことを発信
はっしん

できる場
ば

（アウトプット：書
か

く・話
はな

す・行動
こうどう

する）を設
もう

ける 

❸自分
じ ぶ ん

や友達
ともだち

の学
まな

びはどうだったか、新
あら

たな「気
き

づき」は何
なに

かを考
かんが

える時間
じ か ん

をとる 

❹子供
こ ど も

たちの関心
かんしん

を広
ひろ

げる体験
たいけん

活動
かつどう

を重視
じゅうし

した学習
がくしゅう

内容
ないよう

を取
と

り入
い

れる 

❺子供
こ ど も

たちの意見
い け ん

やアイデアを参考
さんこう

にしながら、様々
さまざま

な企画
き か く

や行事
ぎょうじ

を検討
けんとう

する 

上記
じょうき

のような教育
きょういく

活動
かつどう

を行
おこな

うためには、安心
あんしん

安全
あんぜん

で誰
だれ

もが意見
い け ん

を言
い

える環境
かんきょう

でなければな

りません。まず、子供
こ ど も

たちが大人
お と な

に対
たい

して「言
い

ってみよう！」「やってみよう！」と思
おも

える学校
がっこう

教 職 員
きょうしょくいん

でありたいと思
おも

っております。子供
こ ど も

たちの「気
き

づき」と「行動
こうどう

」の良
よ

いサイクルがまわ

るよう尽力
じんりょく

してまいります。                     校長 吉野 正美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 第９号 

１月８日発行 

１月の主な行事 

日 曜日 内  容 

８ 水 始業式、短縮３時間 

９ 木 給食開始、短縮４時間 

１０ 金 発育測定５年 

１４ 火 チャレンジ週間、発育測定４年 

１５ 水 発育測定２・３年 

１６ 木 
読み聞かせ、委員会 

発育測定１・つくし 

１７ 金 租税教室（６年） 

１８ 土 
学校公開日、短縮４時間 

月曜日課、校内書初め展 

２０ 月 振替休業日 

２１ 火 給食週間（～２４日）、児童集会 

２２ 水 小中連絡会、短縮５時間 

２３ 木 読み聞かせ、クラブ見学 

２４ 金 博物館見学（３年） 

２７ 月 教育相談（任意の面談） 

２８ 火 
講話集会、 

学校げんき委員会（上藤中） 

３０ 木 読み聞かせ、クラブ 

３１ 金 新入児保護者会（１年短縮４） 

 

学校評価に対する御礼と来年度の教育課程（つくし学級）の変更について 

 先月、保護者対象に行いました学校評価にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。昨年度

と異なり、大きく変わった点があります。それは、保護者からの建設的な意見がとても増えたことです。今

年度は、皆様からご意見を聴く場面が多く、個人的にもお電話をいただいたり、面談をさせていただいた

りと保護者の皆様の声を聴くことが多くなったことが私自身の励みともなりました。来年度の教育課程に

ついても、教職員と共に考えてまいります。なお、学校だより２月号で学校評価の結果と考察を掲載する

予定です。令和７年度より、特別支援学級：つくし学級の教育課程を一部変更（下校時刻）します。子供た

ち一人一人の個別の支援計画、指導計画と児童の実態を踏まえ、教職員の指導力の育成等を鑑み、判断

いたしました。今後も、つくし学級の保護者と面談を行いながら交流及び共同学習を進めてまいります。 

 

感謝しております！PTAの皆様＆ボランティアの皆様 

 本校の学校環境は、地域や保護者の皆様の力より支えら

れています。先日、PTA役員の皆様と清掃活動（トイレ清

掃、廊下清掃等）を行いました。清掃中、PTAの方々から

「ありがとうございます！」とお互いにかける言葉が学校中

に広がりました。本当に素敵な保護者が多いことに感動し、

藤沢東小学校に勤務できたことを幸せに感じた時間でし

た。本当にありがとうございます。 

新年度の準備に向けて、机

や椅子を運んでくださいまし

た。力仕事まで、本当にあり

がとうございます！！ 

♡♡ 任意面談（１月２７日～１月３１日）について ♡♡ 

今年度より、任意面談を取り入れさせていただきま

した。任意面談は、お子様の学校生活について担任等

に質問したり、来年度の心配事項について伝えたりす

ることが目的です。場合によっては、教師から面談を依

頼します。ご理解ご協力をよろしくお願いいたします。 

※ 面談対象は、全員ではありません。 

寒さに負けず、外で

元気に遊ぶ子供たち 


